
（第１面） 

「連隊訓練検閲」 
「岸防衛大臣部隊視察 
  儀じょう及び訓練展示」 

 

（第２面） 

「自衛官候補生課程修了式」 

 

（第３面） 

「第７師団レンジャー 
        養成訓練」 

 

（第４面） 

「ＮＥＴ９９便り」 
「普友会コーナー」 
「航空学園装備品展示」 
「人事便り 定年退官者紹介」 

  

パソコン・スマホで 
１１連隊の事が分かる！ 

第１１普通科連隊 
ホームページ へ 

アクセス！逐次更新中！ 
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【発行所】 
普通科友の会 

 
【協力】 

第１１普通科連隊 
第１科広報班 

 
【印刷所】 

(株)フロンティア印刷 

第１１５号（令和３年７月） 東千歳１１連隊広報誌「 お じ ろ わ し 」 （１） 

 連隊は、北海道大演習場において６月５日（土）～６日（日）第４普通科中隊（中隊
長 坂上３佐）、１１日（金）～１２日（土）第１普通科中隊（中隊長 杉本１尉）、
１７日（木）～１８日（金）第６普通科中隊（中隊長 山１尉）に対し、訓練検閲を実
施した。 
 各中隊は中隊長を核心に隊容検査・夜間車両行進を行った後、砲迫等の火力と戦車、
装甲車及び下車人員の機動を連携させ、終始積極果敢に攻撃を行い、任務を遂行した。 

第４普通科中隊長 坂上３佐 

夜間行進を開始するＡＰＣ 

渡河中の無反動砲手 

攻撃準備中のＦＶ小隊 

第６普通科中隊長  山１尉 第１普通科中隊長 杉本１尉 

経路を確認する車長と操縦手 

攻撃前進中の下車分隊 障害処理中の下車分隊 

戦車と協同連携するFV・APC 

迅速に下車するＦＶ分隊 周囲を警戒するＦＶ分隊 

一糸乱れぬ動作 一分の隙もない整列 

儀じょう隊長 山崎１尉 

 連隊は、６月３０日（水）岸防衛大臣の第７師団部隊視察に伴う儀じょう及び訓練展
示に参加した。 
 儀じょう隊に重迫撃砲中隊長 山崎１尉以下８８名、装備品展示にＦＶ１個分隊（第
５中隊 山本曹長以下９名）、機動展示にＦＶ８両、ＡＰＣ４両、ＭＳＰ３両が参加し、
部隊の高い練度と士気を確認いただいた。 



第１１５号（令和３年７月） 東千歳１１連隊広報誌「 お じ ろ わ し 」 （２） 

 第１１普通科連隊教育隊（教育隊長 名村２佐）は、４月１日（木）から令和３年度自
衛官候補生課程教育を行い、自衛官として必要な知識と技能を習得させた。 
 すべての教育を終えた自衛官候補生４４名は６月２６日（土）に修了式を迎え、連隊長
から修了証書を授与された。 
 ７月１日（木）２等陸士に任命された新隊員は陸上自衛官としての第一歩を踏み出し、 
職種専門教育を受けるべく、各地の部隊へと旅立っていった。 

３歩以上は駆け足で 

防護マスク装面 

催涙ガス体験 

初めての小銃分解 

小銃射撃検定 体力検定 

２５ｋｍ行進 戦闘訓練 

分隊教練 

歩哨訓練 

小銃てき弾射撃 

持続走競技会 

修 了 式 



第１１５号（令和３年７月） 東千歳１１連隊広報誌「 お じ ろ わ し 」 （３） 

 連隊は５月１日（土）から第３７期第７師団レンジャー養成教育を開始した。 
各部隊から志願し、資格検査を突破したレンジャー学生は、２か月間の基本訓練に
てレンジャーとして必要な技術及び体力・精神力を修練し、７月１日（木）想定訓
練へと突入した。 

レンジャー旗 授与式 

胆 力 テ ス ト 

体 力 調 整 １－１ 

障 害 走 （低鉄条網） 体 力 調 整  ２－２ 

懸 垂 降 下 

１ ０ マ イ ル 走  

リ ぺ リ ン グ（実機） 

飛 び 降 り（実機） 山 地 総 合（小 樽） 

生 存 自 活 訓 練 

水 路 潜 入（丹治沼） 

第 ３ ７ 期 戦 闘 隊  出 撃！ 
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第１１５号（令和３年７月） 東千歳１１連隊広報誌「 お じ ろ わ し 」 （４） 
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ギ
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普通科友の会概要 

 
○ 正会員・名誉会員・賛助会員 
○ 親睦：会員・１１普連に新年交礼会・パークゴルフ大会・ 
 親睦会の開催（会員全員往復はがきで出欠の有無） 
○ 第１１普通科連隊行事の共催、訓練視察、競技会の応援、 
 自然災害・防衛派遣等の慰問 
○ 第１１普通科連隊定年退官隊員花束贈呈（普友会入会者） 
○ 会員・家族・隊員に対する慶弔 
○ 年会費徴収：地区幹事による徴収と会員による振り込み 
○ おじろわし配布（年４回）：地区幹事による配布と事務 
 局からの郵送 
○ 委員会を偶数月（第２火曜日）に実施 
○ 会員数 １９３名（令和３年５月１日現在） 
  
 第１１普通科連隊ＯＢとして、母隊の発展の為、支援・協 
力し、円滑な部隊活動の推進に寄与しましょう。 
 また、会員相互の親睦を図り、人としての絆を深めましょ 
う。 
                  
                  事務局長 山下明生 

第７師団の公式Twitter 
Facebook・YouTube 
絶賛公開中！！ 

 １１連隊の話題も発信中！ 
是非ご覧ください！ 

第７師団 Twitter,Facebook,YouTube 

検索 
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事
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 偵察小隊は５月１４日（金）日本航空大学校新千歳空港キャ
ンパスで行われた札幌地本協力本部主催の就職ガイダンスにお
いて装備品展示を行った。 

国際航空ビジネス科の学生さんと 
熱心に偵察用オートバイを見る         

整備科の学生さん 
札幌地本のモコちゃんと 


